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企業におけるSDGｓ、ESGの取り組みと必要な人材

■上場企業の多くの企業が取り組む

・SDGｓによって経営理念、CSR、CSVとの
整合性、整理、社員の理解向上

・ESG投資の普及
－PRI署名の投資家の増加、
GPIFのパッシブ運用

－非財務情報の重要度や投資家との
対話の必要性の増大

・長期視点からの経営

■ポジティブインパクトや
ソーシャルイノベーションの可能性

・SDGｓの進行によるチャンスとリスク
・ソーシャルイノベーション人材の重要性
・短期思考、利益のみ思考からの脱却

■ソーシャルビジネスのポイント

・共創モデル、三方（売り手、買い手・世間）よしのモデル
・課題解決が起点
・顧客に対しては、利益と共に態度変容
・企業だけでなく、行政やNPOなどと
協働で課題解決

・課題解決のためのリソースの組み合わせ
・ソーシャル（共創型）イノベーション
人材が必要

・時間軸が長い

■ソーシャルイノベーション人材とは

・社会課題起点からの発想ができる
・直感を大切にする（エフェクチュエ―ション・右脳思考）

・まず行動する、PDCAを高速に回せる
・まわりを巻き込む力をもつ
・将来のキャッシュフローのイメージができる（財務センス）

困りごと
ビジネスモデル化
収益性・コンプラなどのクリア

スモール
スタート

実 行！

ビジョン
直感

やってみなはれ
協力者

（巻き込み力）

リーダー

➣ ESGのS、特に日本企業は弱い（レオスキャピタルワークス・藤野英人氏）

➣ 投資や人材を呼び込みたい・マーケット拡大（サラヤ・更家悠介社長）

➣ 社会課題は、高齢化、過疎化の進んだ地域で顕在化（横田）

（第１回日経ソーシャルビジネスコンテスト記念シンポジウム、2018.3.3）

（2018年4月日本経済新聞）
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大企業の取り組み事例（日立製作所）

■サステナビリティ／SDGs理解浸透施策

サステナビリティ/SDGsへの理解を深めるワークショップを事業部門で開催。また、日・英版で日立グループ・グローバルに
サステナビリティに関するニュースレターを発行。(以下は鉄道事業部門でのワークショップの紹介)
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地域金融機関の取り組み事例（鹿児島相互信用金庫）

■そうしんＳＤＧs宣言

これまで「超・地域密着経営」の発想のもと、信用金庫が持つ機能を活かして、地域の困りごと解決や持続可能性の向上
に取り組んできた実績と経験をもとに、更なる持続可能な地域社会の実現に貢献すること、地域の各主体とのパートナー
シップの下、ＳＤＧsの普及に努めていくことを目的として「そうしんＳＤＧs宣言」を2018年10月に表明。

◎地域の社会課題への取組み
地域が抱える社会課題に対して、当金庫が保有する様々な機能やネットワークを提供し、解決に向けた積極的な事業を展開します。

◎地域の経済課題への取組み
地域が持つ資源を活かして、地域の産業、観光の活性化に取り組むとともに、金融支援や本業支援等を通じて、地域の皆さまが抱える経済面の課題

に真摯に取り組んでまいります。
◎地域の環境課題への取組み
環境保全を推進する自治体や事業者等の皆さまの経営支援、事業展開支援を行うとともに、地域貢献活動への積極的な参加を通じて、地域の環境課

題に取り組んでまいります。

■大崎町は、かつてゴミ処理に関する課題を抱えていたが、地域を挙
げた実践や仕組み化により、現在ではリサイクル率11年連続日本一の
町となっている（2017年リサイクル率83.4%）。
■ゴミを資源化することでリサイクル事業は安定的な収益財源にも
なっている。
■大崎町には通学可能範囲に高等教育機関（体育大除く）がないため、
高校卒業後多くの若者が町外へ出て、そのまま町へ戻らないことから、
人口減少、少子高齢化が進展している。

■リサイクル未来創生奨学プログラム

未来を担う子どもたちが学ぶ機会の確保、地元事業者の
価値向上、地域における雇用の創出、リサイクルによる
利益の住民への還元と意識の醸成を、自治体・金融機
関・地元事業者・住民のパートナーシップで実現する統
括的な仕組みとしている。

■宣言に基づく1号案件

鹿児島県大崎町（第2回SDGsアワード受賞）において「リサイクル未来創生
奨学ローン」の取扱い開始。
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■SDGｓ事業創造フィールドワークを実施（2019年1月）

鹿児島県大崎町、慶應義塾大学SFC研究所、鹿児島相互信用金庫主催、
JICA九州後援で、「大崎町らしい、リサイクル未来価値」をテーマに事業構
想フィールドワークを3日間にわたって実施。大学生、民間企業、役場職員、
信用金庫職員などが混成チームとして活動。最後に参加者全員が「マイSDGs
宣言」を行った。



中小企業へのの取り組み事例

■中小機構基盤整備機構主催セミナー

2019年1月23日にサバエ・シティーホテル（福井県鯖江市）でSDGs（持続可能な開発目標）フォーラム「持続可能な地域モデ
ルをめざして」を開催。企業経営に大きな影響を与えるSDGsへの理解を深め、持続可能な地域モデルを構築するためのヒント
を鯖江市の女性活躍などの取り組みから考えた。中小企業経営者、地域金融機関、県や市職員など80名が参加した。

・「理解を深めて成長に活かすSDGs」
講師：横田浩一（横田アソシエイツ代表取締役／慶應義塾大学大学院政策メディア研究科特任教授）

・「SDGsに対する鯖江市の取り組みと中小企業への普及の進め方」
パネリスト：

牧野百男氏（鯖江市長）、黒田一郎氏（鯖江商工会議所会頭）、
西村昭宏氏（西村プレシジョン代表取締役）、高田担史氏（中小機構理事長）

コーディネーター：
横田浩一（同上）

上記のほか、中小機構では昨年東京都、札幌市、名古屋市で中小企業、
金融機関向けSDGｓセミナーを実施済み。3月には松山市で予定。
（いずれも講師は横田）。

■青年会議所の取り組み

金沢青年会議所など、多くの青年会議所がSDGｓに熱心に取り組んでいる。金沢青年会議所では、経営理念とSDGｓについて
の研修会などを実施。日本青年会議所SDGｓアライアンス会議にて情報交換。

４

■百年の計シンポジウム（百年以上続く企業の経営者によるシンポジウム）

「100年を超える“長寿企業”に学ぶ事業承継の秘訣」をテーマにした「THE EXPO ～百年の計～in新潟」が2018年11月16日、
新で開催された。主催は、百年の計実行委員会。マルソー株式会社（総合物流業、創業105年）渡邉雅之社長、株式会社百花園
(和菓子・洋菓子製造販売、創業136年)太田等社長、株式会社きっかわ(鮭加工品の製造販売・鮭料理専門店運営、創業392年)
吉川真嗣社長が登壇。コーディネーターは横田。

パネルでは、長寿企業の経営の要諦を議論すると共に、SDGｓの視点から長寿経営を横田が解説。本シンポジウムは開催地、
パネラーを変えて、金沢、名古屋などで実施済み。今後も中小企業経営者を対象に年数回実施予定。



若者を中心とした自主的な取り組み事例

■パシフィックコンサルタンツ・日本工営・建設
技術研究所 若手対象の研修 (2018年10月）

大手建設コンサルタント３社若手合同研修。若手主体で研修会＆
交流会を運営しており、自らSDGsのテーマを選択。

当日はSDGsの講義の後、自分の興味のあるテーマのテーブルに集
まって自分たちが何ができるか議論。ワールドカフェ方式で3回転
し、他社の人はほぼ初対面の人とのMeetup。SDGsは共通言語であり、
初対面の人と共通のテーマとして議論しアイディアを拡げる場に有
効だった。終了後懇親会を実施。

■CAREER FORセミナー（2018年7月）

一般社団法人地域・人材共創機構（CAREER FOR）主催「SDGs時代
の変革と人材育成」と題して、企業におけるSDGsの取り組みと地域
人材に関して日本財団においてセミナーを実施。講師は外務省原琴
乃氏、日立製作所増田典生氏、横田、パネルディスカッションに釜
石市役所石井重成氏、塩尻市役所山田崇氏が加わる。SDGs時代の人
材育成について議論。

５

■国連フォーラム （2018年5月～）

若手ビジネスパーソンの勉強会として国連フォーラム、東京大学
KOMEX主催のSDGs勉強会を東京大学駒場キャンパスにて複数回開催。

■大学生の自主的な取り組み （2018年5月～）

石川県出身の慶應大学などの学生が金沢にて2018年5月にSDGsワー
クショップを実施。山野市長も参加。また、立命館大学サスティナ
ブルウイーク実行委員会の勉強会（2019年2月京都）など多くの自主
的な取り組みが広がっている。

■ソーシャルワークキャンプ （2018年3月～）

近畿日本ツーリスト主催、東京の高校生を対象に岩手県釜石市において、社会課題解決をテーマにした3日間のソーシャ
ルワークキャンプを実施。最終日にはアイディアを市職員や市民に提案。鴎友学園、八雲学園などの高校生が参加した。



起業・スタートアップの取り組み事例

■日経ソーシャルビジネスコンテスト

日本経済新聞社主催で「SDGs」を応募テーマとしたビジネスコンテストを開催。ソー
シャルビジネスの裾野拡大を目的として、新たな社会課題解決のビジネスアイデアを生み
出す企画として始まり、2018年度は全国から308件の応募があった。応募期間と合わせ、北
九州・大阪・東京およびJICA地球ひろば（大学生向け）にてMeetUPイベントを開催し、講演
および参加者全員でディスカッションする機会を設け、SDGsの理解促進を図った。１次書
類審査を通過した13組のファイナリストは4カ月間、アドバイザリーボードとともにアイデ
アをブラッシュアップし、最終審査会に臨む。本年は3月に表彰式＆シンポジウム予定。

＜2017年度受賞者（応募テーマ：地方創生・海外支援）＞
・富山の置き薬システムを用いてアフリカ農村部の人々へ医薬品を届ける自立型ソーシャルビジネス（NPO法人AfriMedico）

・ラストワンマイルをつなぎ、持続可能な地域社会を～地域出張型学習塾ブランチ（株式会社コラボプラネット）

・こどもをもつがん患者のコミュニティーサービス（一般社団法人キャンサーペアレンツ）

＜2018年度ファイナリスト（応募テーマ：ＳＤＧｓ）＞
・Active learningで多様性を担保する学習環境を創り、Global Leadershipを育成する（一般社団法人教育環境デザイン研究所）

・マミーズアワーズプロジェクト（マミーズアワーズプロジェクト）

・フードシェアリングサービス「TABETE」を通して中食外食のフードロスを削減する（株式会社コークッキング）

・世界中の学校を繋げて社会課題を解決「エクスチェンジ シンキング プログラム」（株式会社With the World）

・ストリートラグビーが実現する持続的可能な社会貢献活動（一般社団法人Street Rugby Alliance）

・罠オーナー制度（罠オーナー）

・高校との連携による「高校就労支援事業」（認定NPO法人D×P）

・要保護児童が繋がりから立たれないために「短期の地域里親普及プロジェクト」（一般社団法人RAC）

・列席者とNPOをつなぐ引出物サービス（株式会社いろどり）

・彩山（いろどりやま）の間伐材を利用した木の布KINOF（WeCare）

・Your School（Your School）

・おてつたび 〜困りごとを通じて日本各地の地域にファン作りを〜（株式会社おてつたび）

・残された40憶人にAI技術で医療を届ける（株式会社miup） ６

社会性

革新性 事業性

社会的課題の解決を
事業のミッションとした

アイデア

新しい事業モデルや
ソーシャルインパク
トを創出することが

できるアイデア

ビジネス的手法を用いて
継続的に事業活動を

進めることが
できそうなアイデア

Step３ １次審査にてファイナリスト選出

Step４ ブラッシュアップミーティング

Step２ エントリー ＊公式HP内「応募ページ」より登録

Step１ MeetUPイベント ＊参加有無は審査には影響しません

Step５ 最終審査会

Step６ 表彰式・シンポジウム

10月上旬

1月12日(土)

3月2日(土)

MeetUP東京での様子〈外務省原琴乃氏による講演〉

＜審査ポイント＞



参考資料・プロフィール

■参考資料

日立が本気のSDGs、社会課題起点のイノベーション目指す （日経BizGate）横田浩一
https://bizgate.nikkei.co.jp/article/DGXZZO2957115019042018000001?page=3

SDGs、中小企業・地方に商機と言えるワケ （日経BizGate）横田浩一
https://bizgate.nikkei.co.jp/article/DGXZZO2957115019042018000000?channel=DF260320183664

「ソサエティー5.0」時代のソーシャルビジネスとは？（日経BizGate）藤野英人、更家悠介ほか
https://bizgate.nikkei.co.jp/article/DGXMZO2899068004042018000000?channel=DF260320183664

「SDGs時代にこそソーシャルビジネスを」（日経BizGate)横田浩一
https://bizgate.nikkei.co.jp/article/DGXMZO2856695026032018000000?channel=DF260320183664

『ソーシャルインパクト～価値共創（CSV）が企業・ビジネス・働き方を変える』（産学社）玉村雅敏・横田浩一ほか

『明日はビジョンで拓かれる：長期経営計画とマーケティング』（碩学舎）石井淳蔵・栗木契・横田浩一

■横田浩一

（横田アソシエイツ代表取締役、慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授）

日本経済新聞社に勤務
2011年より株式会社横田アソシエイツ代表取締役
2011年～2014年流通科学大学商学部特任教授
2011年～2013年公益社団法人日本経済研究センター特任研究員
2015年～慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授
日経ビジネススクール、三菱UFJリサーチ＆コンサルティングビジネススクール、みずほ総研講師。
日経ソーシャルビジネスコンテストアドバイザリーボード。岩手県釜石市アドバイザー。

企業のブランティング、マーケティング、ＣＳＲ、ＣＳＶ、働き方などの改革に携わる。主著（共著）に『デジタル・ワークシフト』（産学
社）、『愛される会社のつくり方』（碩学舎）、『ソーシャル・インパクト～価値共創（ＣＳＶ）が企業・ビジネス・働き方を変える』（産学
社）、『明日はビジョンで拓かれる:長期経営計画とマーケティング』（碩学舎）など多数。
現在、慶應SFCの地方連携協定により北海道東川町、岩手県釜石市、鹿児島県大崎町などの地方創生に携わる。
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